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はじめに 

 

シールドトンネル施工技術安全向上協議会が実施する検討は、平成 24 年 2 月 7 日に発生した

岡山県倉敷市のシールドトンネル工事現場での事故を受けて、事故の再発防止を図るため、シ

ールドトンネルの設計・施工について技術的な検討を行うことを目的とするものであり、事故

の責任の所在を追求することを目的に行うものではない。 

 

今回の事故は、海底トンネルをシールド工法により構築する工事で、シールドの掘進中にト

ンネル内へ海水が流れ込み 5 名の死亡者が生じたものであり、再発防止策等の検討が必要であ

ると考えられる。そのため、協議会では、倉敷市の事故に関する検討と広くシールド工事を受

注する建設会社からシールド工事に関するアンケート調査を実施し、シールド工事の安全向上

に関する提言を取りまとめたので、以下のとおり報告する。 
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